
Ribotら の 方 法[2〕に準 じてPFGE法 に よ る遺 伝 子 型

別 を行 っ た(制 限 酵 素 　 SmaI)。

Ⅲ.成 　 　績

1.保 菌 調 査

　 40農 場 の295頭 中 、14農 場 の39頭(13.2%)か らC.jejuni

が 分 離 され た 。 この 他 、2頭(0.7%)の 盲 腸 便 か らC.coli

が分 離 され た 。 同 一 個 体 か ら採 材 した 盲腸 便 及 び 直 腸 便

か らのC.jejuni分 離 率 は そ れ ぞ れ17.8%、3.0%で あ り、

盲 腸 と直 腸 の 両 方 か ら分 離 され た の は2頭 、 直 腸 の み か

ら分 離 さ れ た の は!頭 で あ っ た 。 月 別 で は0～21.4%と

幅 が あ り、6～9月 に は20%以 上 で あ った 。

2.農 場 別 の 分 離 状 況

　 搬 入 の 多 い5農 場 のC.jejuni分 離 率 を比 較 し た と こ

ろ 、 農 場1は22.5%、 農 場2は20.0%、 農 場3は12.5%

で 、 農 場4と5か らは 分 離 され な か っ た。

3.血 清 型 の 分 類

　C.jejuniは39頭 か ら42株 分 離 さ れ 、 こ れ らの 血 清 型 は

11種 類 に分 類 さ れ た 。 この う ち最 も多 か っ た の はG群9

株 、 次 い でC群6株 、A群5株 、　R群4株 、　D、　Z　2群

3株 、I群2株 、 そ の 他4群 が 各1株 で型 別不 能 は6株

で あ っ た 。

4.血 清 型 及 びRAPDパ ター ン に よ る分 類

　 分 離 され た42株 のRAPDパ タ ー ン は30種 類 に 分 類 さ

れ 、さ らに血 清 型 とRAPDパ ター ン の組 合 せ に よ り30種

類 に分 類 され た 。 この う ち主 な3農 場 に つ い て 表1に 示

した 。
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I.は じめに

　Campylobacter　jejuni(以 下、C.jejuni)は 様々な動物

の腸管内に分布 し、鶏肉や牛 レバーを介する食中毒原因

菌 としても広 く知 られている。本県では馬肉等の喫食が

盛んであるが、馬のC.jejuniに 関する報告はほとんどな

い。今回、管内 と畜場 に搬入された馬のC.jejuni保 菌調

査を行い、分離菌株について血清型及び遺伝子型で分類

し、当所で保存 している牛及び人由来株 との比較を行っ

たのでその概要を報告する。

表1　 血清型及びRAPDパ ターンによる分類

Z7Z2RGDC農場　　　 A

j(1)　 　m(2)　 　n(1)b(1)　 　　　e(1)　 　　　f　(4)

d(1)　 　 g(1)　 　 h(1)

a(1)
c(4)農場1

h(1)　 　 k(1)

i　1

b(2)
農場2

f(1)　 　　l(1)農場3

※ 表中のa～nはRAPDパ ターンを、()内 の数 字は検 体数をそれぞれ表す

5.PFGE法 による遺伝子型の比較

　馬、牛及び人由来株で血清型 とRAPDパ ターンの組

合せによる分類 を行ったところ、血清型C群 、RAPD

パ ター ンbの 組合せで一致するものが馬由来3株 、牛由

来3株 、人由来6株 の計12株 認められ、PFGE法 によ

る確認を行った ところ、切断パ ターンも一致 した。

IV.考 　　察

　今回の調査で、馬からのC.jejuni分 離率は6～9月 に

高い傾向が見られた。C.jejuniの分離率は0.7%と 低 く、馬

におけるCampylobacter属 菌の保菌は鶏や牛 と同様に

C.jejuniが主であることがわか った。部位別では直腸便

Ⅱ.材 料及び方法

1.保 菌調査

　平成17年ll月 ～18年10月 に搬入 された40生 産者 の馬

295頭(平 均年齢5才)に ついて、シー ドスワブ(栄 研)

を用いて盲腸便を採材 し、常法に従いC.jejuniを 同定 し

た。7～10月 搬入分については部位別保菌率の比較のた

め、同時に直腸便 も採材 した。

2.血 清型及び遺伝子型による分類

　今回分離された馬由来株、当所で保存 している牛由来

株55検 体及び人由来株(県 内の散発下痢症患者及び集団

食中毒患者由来)53検 体について、以下の試験を実施 し

た。

　 1)Pennerの 耐熱性抗原による血清型別

　　　市販血清(デ ンカ生研)を 用いて血清型別 を行っ

　　 た。

　 2)Random　 amplified　polymorphic　 DNA　 PCR(以 下、

　　 RAPD)法 による遺伝子型別

　　　 Nielsenら の方法[1]に 準 じて遺伝子型別を行 った

　　 (プライマー　 HLWL85)。

　 3)パ ルスフィール ド・ゲル電気泳動(以 下、PFGE)

　　法による遺伝子型別

　血清型及びRAPDパ ターンが一致 した検体について、
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よりも盲腸便で高 く、盲腸が採材に適 していると考えら

れた。以前調査 した牛では両部位に差がなかったことか

ら、動物種 によって主な保菌部位が異なると考えられた。

農場別の分離状況にも差が認め られ、20%以 上 を示す農

場がある一方で全 く分離 されない農場 もあり、飼養環境

等が保菌状況に影響 していると考えられた。血清型では

G群 が多 く、以前調査 した鶏と人ではB群 、牛ではD群

が多いとい う結果とは異なる傾向が見 られた。血清型 と

RAPDパ ターンの組合せは同一農場内で も多岐に渡 り、

導入 されている馬の由来が様 々であること、飼養期間が

他の家畜より長いことによると考えられた。また、同 じ

組合せの菌株が同一農場の複数の個体 より異なる時期に

分離 される例 もあ り、特定の菌が農場内に長期間存在 し

ていることが考えられた。一方、異なる農場か ら同 じ組

合せの菌株が分離 されたことから、土壌等 自然環境中に

共通する菌が存在 している可能性 も考えられた。

　当所では、これまで血清型及び遺伝子型別を用いた調

査により、人由来株 と鶏及び牛由来株の関連性 について

知見を得てきたが、今回、馬由来株 についても人由来株

と一致 す る菌株が確 認 された。本調査 に よ り、馬 の

0メ碗 η1保菌率及び菌株の分布状況等が明 らか となっ

た。今後 も調査を続け、より正確な実態把握 を目指す と

共に今回の結果を広 く還元 し活用 していきたい。
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